
社会資本総合整備計画（市街地整備）　事後評価書 平成26年3月27日

平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 岐阜県各務原市

・ 公園施設長寿命化計画の策定箇所 ： 0箇所 （平成23年度） → 55箇所 （平成24年度）
・ 安全・安心対策実施箇所 ： 0% （平成25年度） → 100% （平成25年度）
・ ヘリコプター離発着可能台数 ： （平成25年度） → （平成27年度）
・ 長寿命化対策実施箇所 ： （平成26年度） → （平成27年度）

　　定量的指標の定義及び算定式

（H27末）

　公園施設長寿命化計画の策定箇所 ＝ 公園施設長寿命化計画の策定箇所

　安全・安心対策実施率 ＝ 安全・安心対策実施箇所数 / 安全・安心対策必要箇所数

　ヘリコプター離発着可能台数 ＝ ヘリコプター離発着可能台数

　長寿命化対策の実施率 ＝ 長寿命化対策実施箇所数 / 長寿命化対策必要箇所数

○事後評価の実施体制、実施時期

各務原市都市建設部内において実施 平成28年12月

ホームページで公表

１．交付対象事業の進捗状況　（○：計画期間中に完成　　△：計画期間終了後に完成見込（備考欄に完成予定時期を記入）　　－：その他（備考欄に具体的に記入（中止、未実施等））

交付対象事業

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗 備考

種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27 状況

1-A-1 公園 一般 各務原市 直接 各務原市
26
26

○

1-A-2 公園 一般 各務原市 直接 各務原市
30
33

○

1-A-3 公園 一般 各務原市 直接 各務原市
1,500
1,303

△
平成28
年8月末
に完成

1-A-4 公園 一般 各務原市 直接 各務原市
38
52

○

合計
1,594
1,414

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 進捗 備考

種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27 状況

合計 0

番号 一体的に実施することにより期待される効果 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗 備考

種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27 状況

合計 0

番号 一体的に実施することにより期待される効果 備考

その他関連する事業

　安全で安心な地域の交流拠点の形成

地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 進捗 備考

種別 対象 間接 （延長・面積等） H23 H24 H25 H26 H27 状況

1-A'-2 公園 各務原市
88
88

○

1-A'-3 公園 各務原市
96
93

○

1-C'-1 公園 各務原市
33
33

○

地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 進捗 備考

種別 対象 間接 （延長・面積等） H23 H24 H25 H26 H27 状況

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

運動公園設計事業

事後評価の実施体制

備考

※中間目標は任意

0.0%

24.3%

都市公園事業（勤労青少年運動公園）

一時退避場所、ヘリコプター離発着場
所、生活・救援物資の中継基地の確保
1箇所(園路広場、修景施設、陸上競技
場等)31.6ha　32.2ha

各務原市

55箇所

全体事業費
（百万円）

各務原市

事業実施期間（年度）

各務原市安全・安心事業

事業者 要素となる事業名(事業箇所）

（H24末）

長寿命化計画策定　N=55公園
　　　　　　　　　N=55公園

計画等の名称

事業種別

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
Ａ 1,594百万円

事後評価の実施時期

事業内容・規模等 市町村名

事業種別

Ｂ
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

緑化重点地区総合整備事業
（川島地区、権現山周辺地区、学びの森周
辺地区）

事業者

公園施設長寿命化計画策定事業（各務原市）

　公園施設について、安全対策の強化及び改築・更新費用の平準化を図る観点から、計画的な取組を推進するため「公園施設長寿命化計画」を策定し、それに基づき安全・安心対策事業を緊急かつ計画的に実施し、子どもや高齢者
をはじめ誰もが安全で安心して利用できる都市公園の整備を行う。
　また、地震災害時の復旧・復興のための生活物資の中継基地となる防災拠点、周辺地区の火災等からの避難者を収容することに兼ね備え、広域的かつ多様なレクリエーションニーズに対応できる運動施設の整備を行う。

55箇所

（H23当初）

0箇所

最終目標値

10.8%

11基

7基

各務原市

各務原市

0%

0%

中間目標値

事　後　評　価

全体事業費

全体事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）

計画の名称

計画の期間 交付対象

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

　安全で安心な地域の交流拠点の形成（防災・安全）

100%

定量的指標の現況値及び目標値

Ｃ
効果促進事業費の割合

11基

当初現況値

24.3%

7基

全体事業費
（百万円）（事業箇所）

全体事業費
（百万円）

要素となる事業名

事業内容

公園施設の改築・更新　N=5公園
　　　　　　　　　　　N=6公園 各務原市

各務原市公園施設長寿命化対策

各務原市

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容 市町村名

（事業箇所）

吸収源対策公園緑地事業
（川島地区、権現山周辺地区、中山道鵜沼
宿地区）

事業者番号 市町村名

市町村名

各務原市

公園施設の改築・更新　N=9公園
　　　　　　　　　　　N=11公園

要素となる事業名

1,594百万円

公表の方法

事業者
要素となる事業名

市町村名



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値
Ⅱ定量的指標の達成状況

最終実績値

最終目標値

最終実績値

最終目標値

最終実績値

最終目標値

最終実績値

（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

　安全・安心対策事業の緊急的な実施や、「公園施設長寿命化計画」を策定し、それに基づき公園施設長寿命化対策を計画的に実施し、子どもや
高齢者をはじめ誰もが安全で安心して利用できる都市公園の整備を行うことができた。
　勤労青少年運動公園は、地震災害時の復旧・復興のための生活物資の中継基地となる防災拠点、周辺地区の火災等からの避難者を収容すること
に兼ね備え、広域的かつ多様なレクリエーションニーズに対応できる運動施設の整備を行うことができた。

指標①（公園
施設長寿命化
計画の策定箇
所）

55箇所
目標値と実績
値に差が出た

要因
55箇所

指標②（安
全・安心対策
実施箇所）

100%
目標値と実績
値に差が出た

要因100%

指標③（ヘリ
コプター離発
着可能台数）

11基 目標値と実績
値に差が出た

要因
11基

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の
　　　　　　　　　　　効果の発現状況

引き続き公園施設長寿命化計画に基づき、公園施設の修繕・改築等を進めていく。

指標④（長寿
命化対策実施
箇所）

24.3% 目標値と実績
値に差が出た

要因
29.7%

公園施設長寿命化計画の実施予定年度より早く劣化・破損等があった箇所について前倒して整
備を行ったため。



計画の名称 　安全で安心な地域の交流拠点の形成（防災・安全）

計画の期間 平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 岐阜県各務原市

（参考図面）市街地整備

交付対象

○各務原市公園施設長寿命化策定事業 N=55箇所
□各務原市安全・安心事業 N=6箇所
●都市公園事業 N=1箇所
●各務原市公園施設長寿命化対策 N=11箇所

都市公園事業（防災公園）

勤労青少年運動公園

各務原市安全安心事業

宝積寺公園（街区公園）外5箇所

各務原市公園施設長寿命化策定事業

松田公園（街区公園）外54箇所

各務原市公園施設長寿命化対策

松田公園（街区公園）外10箇所




